
ずいしんもん

随身門は神域を区画する目的で建てられたもので、寺院の仁王門と同じ
たんそういり も や はっきゃくもん

性格を持っています。単層入母屋造りの八脚門で、江戸時代後期の建築
と考えられています

再生紙を使用

【今月の表紙】堀兼神社の随身門と二神像（いずれも市指定文化財）
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に しんぞう

二神像は随身門の左右に安置された神域を守る神で、
極彩色が施されています
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